






 

 若年性関節リウマチ(JRA)は小児の難病の一つとして近年注目されている疾

患である。臨床像は成人のそれとことなり,多彩であるため診断はかなりむづか

しく,しかも初発症状が出現してからかなりの年月をへてはじめて確定診断が

くだされることが少なくない。 

  JRA の病因が不明である上,診断にかなりの年月を要すること,病像が進行性

であることなど,小児の成長発達や就学の面で日常診療上問題の多い疾患であ

ろう。 

  今回,われわれは JRA の臨床的研究症状発現から診断にいたるまでの経過を

中心にとして,昭和 52 年 10 月現在,横浜市立大学小児科に入院および外来通院

している 10 例について臨床像およびその経過等を検討したので,報告する。 


